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中部総合事務所

１ 原木流通の円滑化

２ 地域乾燥材の供給拡大

３ 地域材の利用拡大

普及内容１ 原木流通の円滑化

木材市場製材所工務店

木材の

売り手
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普及内容１ 原木流通の円滑化

現状・問題点

到達目標

市場の原木取扱量の

増加

地元の木が地元の木材市場に出る量が少ない

木材市場の活性化 その１ （売り手への出荷指導）

木材市場の活性化 その２
（出荷量増加の対策の検討・協議）

人材担い手確保育成部会

天神川流域林業活性化センター

森林活用部会 木材部会
人材担い手

確保育成部会

行政（国・県・管内5市町）
森林組合・旧公団・公社

木材市場・建築士・建築工務士

林家

学問（大学・試験場）

木材市場の活性化 その２
（出荷量増加の対策の検討・協議）
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木材市場の活性化 その２
（出荷量増加の対策の検討・協議）

現状把握

（研修）
課題共有 対応策

検討

対応策

提言
実行

プロセス１（現状把握 研修１ 木材新用途活用）

プロセス１（現状把握 研修２ 活発な市場視察） プロセス１（現状把握 研修２ 活発な市場視察）

プロセス１（現状把握 研修３ 建築利用） プロセス１（現状把握 研修３ 建築利用）
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プロセス１（現状把握 研修４ 原木生産現場） プロセス１（現状把握 研修５ バイオマス利用）

プロセス１（現状把握 研修５ バイオマス利用）
プロセス２ 問題・課題の共有 その１

木材製品のニーズの多様性

垂木・板材不足

森林資源の構成

（建築用材Ａ ＜ 合板材Ｂ ＜ チップ材Ｃ）

出荷者の思惑（付加価値を付け高く売りたい！）

買い手の思惑（安く買いたい！）

ストックヤードの必要性

プロセス２ 問題・課題の共有 その２
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倉吉木材市場取扱量

プロセス３ 対応策の検討

森林組合のＳＧＥＣ認証材の活用

素材生産業者・自伐林家の育成
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施策

提言
実行

普及の今後の課題
（出荷量増加の対策の検討・協議）

地域外

普及内容２ 地域産乾燥材の供給拡大
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普及内容２ 地域産乾燥材の供給拡大

現状・問題点

乾燥機の活用支援が必要

到達目標

地域産乾燥材供給量の
増加

地域乾燥材の供給拡大
（乾燥機の共同利用・乾燥材のストック販売施設）

天神川流域林業活性化センター木材部会

日時 平成２６年１２月１８日１５時～１７時

場所 中部総合事務所 B棟３階協議室

（管内の乾燥機）
• 資料１ 事業体別・共同利用目標及び実績
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普及の成果 （地域産乾燥材の供給拡大）

中部

プレカット

製材会社Ａ

製材会社Ｂ

製材会社Ｃ

工務店Ｄ

工務店Ｅ
工務店Ｆ

普及の今後の課題（地域乾燥材の供給拡大）

乾燥機共同利用の推進

ストックヤード確保

普及内容３ 地域材の利用拡大

現状・問題点 地域産の無垢の木造住宅の建築支援やPRが不足

到達目標

地域材を多用する木造住宅の普及

木材市場製材所工務店

木材の

売り手
B

木材の

売り手
A

木材の

売り手
C

普及内容 （地域材の利用拡大）

普及内容 （地域材の利用拡大）
普及内容 （地域材の利用拡大）
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普及内容 （地域材の利用拡大） 普及内容 （地域材の利用拡大）

普及内容 （地域材の利用拡大） 普及内容 （地域材の利用拡大）

普及の成果 （地域材の利用拡大）

とっとり住まいる支援事業交付決定状況

（件数）

•木造住宅の普及につながった
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普及の新たな課題（地域材の利用拡大）

木造住宅と非木造住宅の比較

「我が家の木・地域外木材」住宅コスト分析


